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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第65号
題字揮亳
　鈴木　義信 氏（4期・東京支部） 書道家

　今年の夏の暑さは、過去あま
り経験したことのない暑さでし
た。同窓会員の皆様にはご健勝
にこの夏を乗り越えられたこと
と思います。さて、今年は、秋田
県立秋田南高等学校（55期生・
239名）、及び同中等部（1期生・
80名）の中高一貫教育校として
開校する記念すべき第一回入

学式が、4月6日（水）に挙行されました。同窓会を代表し
て、入学された生徒の皆さんにお祝いを申し上げさせて
いただきました。
　佐藤利正校長先生の式辞の中で、そして同窓会報『南
翔』の中でも、米田教育長の言葉に“郷土や国家を支える
高い志と国際的な視野を備えたグローバルリーダーの
育成”を基本理念として学校創立時の校訓“独立自尊”の
精神そして校章を受け継いで新たな出発をする本校に
大きな期待をすると言われております。そのことは、今
の私には、とても出来ることではありませんが、語学力
を含めた幅広い教養を学び知的な好奇心を育むと共に、
自分を見つめ直し、我慢や辛抱そしてあきらめないこと
を学ぶという、まさに教養の格闘に“チャレンジ”挑戦し
ていくことになると思います。そして、2年後の平成30
年には、中等部240名、高校720名の計960名が集う学
校に成ります。
　今年、3月に卒業した昨年の甲子園出場を懸けた決勝

戦を戦った野球部の野上キャプテンが、卒業の記念誌
に高校（55期生）、中等部（1期生）の新入生に向け“文武
両道”は、南高の伝統でありプライドであると、中等部に
は、新しい歴史をつくるという自覚を持って頑張ってほ
しいと書かれていました。今年も、夏のインターハイを
含め、夏に懸ける強い思いの結実を目指し頑張ってくれ
ました。秋には、全国吹奏楽コンクール金賞を目指し枚
挙にいとまがない文武両道の活躍を見せてくれると思
います。中等部の皆さんは、第1期生として先輩の高校生
の背中をしっかり見ながら、いい緊張感の中、新しい歴
史をつくっていってもらいたいと思います。
　校歌3番の歌詞の中に、『行く手無限の大空に、希望の
翼羽ばたき行かん』とあります、入学された皆さんの限
りない若さという武器を最大限に生かし、心体共に鍛え
ていってほしいと願います。我々同窓会『南翔』はいつも
在校生と共にあります。
　9月3日（土）は、秋田ビューホテルで第9回“南翔の集
い”が開催され、10月8日（土）には、秋田県立秋田南高等
学校中等部開校式が挙行されます。同窓会は、創立50年
を超え新たな組織運営を見直す時期が来ていると感じ
ます。母校は、中高一貫教育校へと舵を切りました。我々

『南翔』もまた母校と共に、先を見据えた活動方針を立
て、目的を明確にしていかなければならないと思いま
す。2万名を超える同窓会員の皆様と共に同窓会『南翔』
をますます発展させるとともに、母校が輝きを増すこと
を祈り、『南翔』の皆様のご健勝をお祈りいたします。

秋田県立秋田南高等学校同窓会

会　長　山　岡　緑三郎（３期）
平成28年度秋田県立秋田南高等学校
中高一貫教育校第1回入学式に出席して

写真提供　㈱岩田写真　岩田幸久（21期生）中高一貫教育校第1回入学式
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　平成28年度 <南翔>総会は5月21日、秋田キャッスル
ホテルで開催されました。
　山岡同窓会長が挨拶に立ち昨年の同窓会50周年式典
が盛大に開催されたことへの謝意を述べられました。ま
た中等部の入学式の様子、10月に予定されている中等
部の開校式典・記念講演会について概要の説明がありま
した。
　引き続き議案の平成27年度事業報告、収支決算、会計
監査報告が行われ認定されました。更に平成28年度事
業計画案、収支予算案を審理し原案通り承認されまし
た。協議事項として同窓会会則の改正について意見交換
されました。同窓会員からは議長の選出方法、顧問のあ
り方などについて意見が出されました。
　総会に先立ち、理事会での質疑応答で総会出席者がご
く少数であることについて早急に対策を求める意見が
出されました。今回の出席者は25名（内６名は執行部）。
意見案としては南翔の集いに合わせて総会の開催を求
めるというものでした。監査意見としても総会の時期に
ついて意見が出されております。
　8月(9月)に総会を開催する場合は会計年度の変更の
有無の検討が挙げられました。当初来年度以降に検討す
るとされたこの案件はようやく重い腰が上げられ来年
度から実施できるよう今年中に理事会にはかられます。
明るい道筋が見え始めました。昨年から執行部の不手際
が目立ち円滑な運営が求められます。また、厳しい財政
状況との説明がありました。

　厳しい財政状況を少しでも解消すべく収入の大部分
を占める同窓会費をもっと多くの同窓生に振り込んで
もらえるよう強化する必要があります。ちなみに平成
27年度は805名のみの振込みでした。
　総会終了後懇親会で来賓の佐藤利正校長が学校の近
況について語ってくださいました。
　「剣道部が全国選抜大会で強豪校を破り３位に入りま
した。自然科学部の生徒２名は東北大学の科学者の卵に
応募、ロサンゼルスへ行き英語でプレゼンしロサンゼル
スの学生と研究を進めるという経験をしてきておりま
す。SGH(スーパーグローバルハイスクール)は１年生と
２年生の選択希望者が国際探求の授業に取り組んでい
ます。昨年のものをベースに更に研究を深め10月28日
には英語でプレゼンすることになっています。秋田市文
化会館で行われるのでぜひ足を運んでください。話題の
中等部は4.25の倍率で生徒はとても優秀ですが教師も
優秀でクリエイティブ、アクティブ、ポジティブな教師
ばかりです。中等部の授業は一服の清涼剤のようで疲れ
も吹き飛んでしまうような授業風景です。ぜひ中等部の
授業を見にいらしてください。ご案内いたします。」
　中等部の授業風景や 築地中等部教頭に取材した記事
は6ページに掲載しております。可愛い中学生たちが生
き生きと学んでいるところを皆さんもぜひ見学してみ
てはいかがでしょうか。

雅楽代　昭子（16期）

平成28年度「南翔」総会報告

総会での山岡会長挨拶 懇親会での佐藤利正校長挨拶
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同窓会創立50周年実行委員会の最終報告と御礼について

平成28年4月吉日
秋田南高等学校同窓会　会長　山岡 緑三郎
同窓会創立50周年実行委員長　菅原 　　晟 

　同窓会の皆様に置かれましては、ますます御隆昌のこ
ととお慶び申し上げます。
　同窓会創立50周年記念事業は多くの会員より支援を
頂き、記憶に残る事業を行うことが出来たことは、母校
の新たな歴史のスタートを見ることができ感慨深いも
のであります。
　これも偏に同窓生並びに関係各位のご協力の賜物と
厚くお礼申し上げます。
　26年2月に実行委員会を発足し、50周年祝賀会、冠事
業の開催、募金活動の開始等を進めて参り、山岡会長、畠
山佳男副会長、鈴木力雄振興会長より事業の企画支援を
受けて成し遂げたことを改めて感謝申し上げます。

　初めに「募金活動の実績」につき報告致します。
　28年3月31日に終了し、606名の皆様より、総額
4,500千円の募金額となりました。本当に有難う御座い
ました。
　ご寄附されましたご芳名は、本紙に記載の通りであ
り、御礼申し上げますと共に領収通知とさせて頂きます。

　記念事業を振り返りますと①平成27年8月1日の記念

式典・祝賀会は秋田ビューホテルにおいて400名を超え
る盛大かつ有意義な会となりました（南翔・平成27年9
月28日号）。同窓会より、②「生徒会活動奨励金贈呈」と
して生徒会に金50万円を贈りました。
　③「50周年記念連続講演会の提供」④「吹奏楽部コン
サート」⑤「南翔記念ゴルフ大会」⑥「50周年記念募金」
は、当初要領の通り母校の新たな教育振興事業に役立て
る資金、同窓会の基盤安定資金とする事であり、募金資
金の活用は現同窓会本部にて決定することとしており
ますのでご理解ください。

　又、50周年記念事業の収支決算につきまして報告致
します。
　収入総額4,513千円、支出総額4,326千円、収支差額
≒187千円（本部へ返戻）です。
　詳細な予算決算報告は、本紙に掲載しております。

（28年度総会承認済）
　数多くの皆様からのご寄付を、母校発展に役立つよ
う諸先輩の気持ちが届き、中等部の発足、文科省指定の
SGH(ｽｰﾊﾟｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾊｲｽｸｰﾙ)校として、輝かしい新生南高
校となるよう祈るばかりであります。これからも母校の
飛躍に同窓会は、応援して参りますので引き続きのご協
力とご支援をお願い致しまして、最終報告と御礼の挨拶
にかえさせて頂きます。

同窓会創立50周年記念事業収支
（平成28年3月31日現在）

      収入総額 4,513,267円
      支出総額 4,326,382円
      差　　引    186,885円

（収　入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
項　　目 予算額 決算額 増　減 説　　明

繰 入 金 1,300,000 1,570,000 270,000

同窓会一般会計より繰入
当初繰入　　　　　800,000円
生徒会活動支援　　500,000円
記念演奏会助成金　150,000円
記念ゴルフ助成金　  50,000円
式典・祝賀会謝金　  70,000円

事 業 収 入 2,100,000 2,933,000 833,000 会費（7,000円×419名）
預 金 利 子 0 267 267
雑 収 入 0 10,000 10,000 東京支部よりお祝い金

計 3,400,000 4,513,267 1,113,267

（支　出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
項　　目 予算額 決算額 増　減 説　　明

事 務 費 90,000 63,540 △ 26,460
封入封緘@8×2322通(+税8%)、
コピー代金

会 議 費 100,000 74,451 △ 25,549 会場費、お茶代

事 業 費 2,740,000 3,738,276 998,276

秋田ビューホテル　　2,659,076円
スライドショー他　　   212,000円
創立50周年紙面広告　    97,200円
式典・祝賀会謝金　　　  70,000円
生徒会活動支援　　　　500,000円
記念演奏会助成金　　　150,000円
記念ゴルフ助成金　　　  50,000円

印 刷 費 240,000 217,721 △ 22,279 払込票、封筒、チケット印刷
通 信 費 230,000 225,394 △ 4,606 郵送費
予 備 費 0 7,000 7,000 誤入金返却

計 3,400,000 4,326,382 926,382

入金者御芳名（敬称略）

■300,000円
山岡緑三郎（3期）
■100,000円
吉田一生（13期）
■78,000円
宮城支部（10期：三浦充裕、他19名）（団体扱）
■50,000円
石田泰（2期） 　大窪天三幸（2期） 石丸裕子（6期）
木村雅裕（18期）
■30,000円
菅原晟（1期） 　髙橋紳一（3期）
■20,000円
伊藤健一（1期） 　鈴木耕子（1期） 　　高堂裕（3期）
宇佐見康伸（4期） 　佐藤竹昭（5期） 　　加藤寛（9期）
福村智子（9期） 　綿引敏（10期） 　　松本憲一（10期）
安藤英明（11期） 　三浦紗菜（45期）
■12,000円
樋渡誠（21期）
■10,000円
伊藤昭一（1期） 　木村基信（1期） 　　甲田正洋（1期）
柴田千恵子（1期） 　金野洋子（1期） 　　小林玲子（1期）
今田和子（1期） 　板橋陽悦（1期） 　　東海林勉（1期）
保泉透（1期） 　山内洋一（1期） 　　藤本しづよ（1期）
牧野昌子（1期） 　大森雅子（1期） 　　高橋智子（1期）
陣山志津子（1期） 　小林洋一（1期） 　　笹尾宗古（1期）
柴野精允（1期） 　中島正之（1期） 　　船木宏（1期）
山本吉徳（1期） 　森合京子（1期） 　　仙北谷裕子（1期）
大平憲子（1期） 　石山博茂（1期） 　　藤沢重美（1期）
中村優子（1期） 　山本祐子（1期） 　　堀井明美（1期）
山口美佐子（1期） 　伊藤陽子（1期） 　　秋元克美（1期）
金森昌隆（1期） 　鎌田光教（1期） 　　佐々木憲昭（1期）
佐藤尚文（1期） 　関谷孝雅（1期） 　　豊島清哲（1期）
播磨勉（1期） 　吉田直行（1期） 　　富永聿子（1期）
佐々木テツ子（1期） 　阿部仁（1期） 　　齊藤高稔（1期）
榎利美（1期） 　進藤精悦（1期） 　　菅原善昭（1期）
鈴木茂樹（1期） 　田口覚（1期） 　　樋渡敬毅（1期）
藤崎正利（1期） 　松渕勉（1期） 　　一ノ関敏昭（1期）
大山寛康（1期） 　鎌田一（1期） 　　柴谷暁巽（1期）
豊島慶弥（1期） 　仲谷廣（1期） 　　藤橋正彦（1期）
堀井茂（1期） 　武藤一（1期） 　　吉田昇（1期）
加藤敏子（1期） 　浅利美代子（1期） 　　千葉順子（1期）
三浦静子（1期） 　斎藤和子（1期） 　　新田睦子（1期）
森山由記子（1期） 　渡部立子（1期） 　　保坂タツ子（2期）
木村弘二（2期） 　児玉健一（2期） 　　寺門文夫（2期）
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小笠原光（2期） 　加藤革（2期） 　　加藤憲成（2期）
菊地武晴（2期） 　三浦拓夫（2期） 　　下橋千枝子（2期）
篠田照子（2期） 　大塚幸一（3期） 　　尾形隆（3期）
菅原玲子（3期） 　栗原かほる（3期） 　　石川よう子（3期）
茂木優子（3期） 　越前谷義孝（3期） 　　児玉隆治（3期）
河田由紀子（3期） 　小西法子（3期） 　　後藤博行（3期）
佐々木博（3期） 　佐藤宣雄（3期） 　　川村良喜（4期）
熊谷正司（4期） 　柴田清一（4期） 　　菅原栄子（4期）
畠山美代子（4期） 　栗田啓子（4期） 　　矢田正康（5期）
小玉敏広（5期） 　佐藤隆（5期） 　　鈴木力雄（5期）
畑澤多美夫（5期） 　鈴木公悦（5期） 　　大山善治郎（5期）
益子成一（5期） 　熊谷清隆（6期） 　　船木強（6期）
阿部敬（6期） 　本多秀文（6期） 　　大森泰弘（6期）
宮腰智也（6期） 　船木敬（7期） 　　小野寺重人（7期）
石川寛（7期） 　三浦智（7期） 　　安藤成子（7期）
粟津寛之（7期） 　加賀谷弘哉（7期） 　　舘岡睦彦（7期）
柴田守（8期） 　大久保義和（9期） 　　武田純一（9期）
藤原聖山（9期） 　加賀谷毅（9期） 　　小川朋子（9期）
児玉亮（10期） 　廣嶋正彦（10期） 　　松木仁（10期）
笹渕俊幸（11期） 　門間公成（11期） 　　渡部明子（12期）
鈴木仁（12期） 　中島修（12期） 　　佐々木弘昌（12期）
菅原茂樹（14期） 　佐々木修（16期）  　　雅楽代昭子（16期）
佐藤直樹（17期）  　鈴木諭（17期） 　　江畑佳明（17期）
渡辺達也（20期） 　伊藤清成（23期） 　　笹原秀明（23期）
松田洋輔（35期） 　佐藤利正（校長）
■5,000円
三浦千代（1期） 　田代純子（1期） 　　近江谷博（1期）
岩田綾子（1期） 　榎良子（1期） 　　伊藤二雄（1期）
岩城雄太郎（1期） 　平塚禎一（1期） 　　佐々木一夫（1期）
嵯峨易子（1期） 　山本鼎（2期） 　　小笠原正夫（2期）
鈴木文和（2期） 　諸橋正弘（2期） 　　和田正人（2期）
原田まゆみ（2期） 　太田司（2期） 　　谷信幸（2期）
武藤憲一（2期） 　小山田節子（2期） 　　江口文男（2期）
北島萬喜子（2期） 　後藤紀子（2期） 　　髙橋政子（2期）
保坂静子（2期） 　江畠廣（2期） 　　佐藤公一（2期）
相場諭（2期） 　高橋二郎（2期） 　　武田誠司（2期）
三浦兼芳（2期） 　多田洋子（2期） 　　田中タマ子（2期）
豊田由紀子（2期） 　櫻田紀美（3期） 　　中川勉（3期）
小野寺ヒロ子（3期） 　小田原静子（3期） 　　大渕憲久（3期）
辻純一（3期） 　中野正博（3期） 　　小坂敏子（3期）
藤原園子（3期） 　木本純子（3期） 　　小関川達雄（3期）
小林吉憲（3期） 　三浦博美（3期） 　　堀井良子（3期）
松橋栄子（3期） 　本田あや子（3期） 　　冨浪哲子（3期）
塚田静子（3期） 　児玉初枝（3期） 　　小野文夫（3期）
仙北屋光久（3期） 　豊島誠一（3期） 　　深谷正春（3期）
高野省三（3期） 　燕寛志（3期） 　　舘岡昇（3期）
石戸谷隆（3期） 　追留善範（3期） 　　片野泰夫（3期）
川田恒緒（3期） 　佐藤千代司（3期） 　　堀井良一（3期）
水野隆（3期） 　渡辺誠（3期） 　　塚田テイ子（3期）
高原けい子（3期） 　豊嶋章子（3期） 　　佐藤博明（4期）
黒木泰丸（4期） 　田畑洋文（4期） 　　武麗子（4期）
桜庭孝子（4期） 　近藤真一（4期） 　　菅野久（4期）
羽深進（4期） 　松淵利夫（4期） 　　吉田和廣（4期）
大塚安博（4期） 　草皆邦春（4期） 　　須田正治（4期）
武義晴（4期） 　田中章（4期） 　　渡辺武博（4期）
小松義典（4期） 　斎藤与志美（4期） 　　池田昭子（4期）
阿部孝子（4期） 　熊谷厚子（4期） 　　安東良子（4期）
小川広子（4期） 　吉田信悦（5期） 　　黒川滋男（5期）
金巳樹雄（5期） 　菅原諭（5期） 　　近江則夫（5期）
加藤敏（5期） 　桑田美咲子（5期） 　　新野博子（5期）
米谷光江子（5期） 　倉田広子（5期） 　　稲垣敏子（5期）
阿部成行（5期） 　宇佐美俊三（5期） 　　岡博志（5期）
加藤寛秋（5期） 　松田隆紀（5期） 　　湯沢勉（5期）
山田義春（5期） 　上田寿（5期） 　　手塚誠（5期）
長澤安真（5期） 　藤澤金一（5期） 　　山口徹（5期）
米谷雅夫（5期） 　小松田孝子（5期） 　　熊谷ちえ子（5期）
小玉美江子（5期） 　東海林光子（5期） 　　田中美和子（5期）
南部春美（5期） 　山上ユリ子（5期） 　　石郷岡知子（5期）
石郷岡はつみ（5期） 　渡辺悟（6期） 　　松田龍尚（6期）
和島節子（6期） 　安藤一夫（6期） 　　武内信彦（6期）
鶴田宣夫（6期） 　船木雅幸（6期） 　　矢野聡（6期）
太田郁子（6期） 　鎌田正博（6期） 　　木曽勝則（6期）
佐藤一彦（6期） 　豊島繁實（6期） 　　山田透（6期）
澤木孝明（6期） 　池見元宣（6期） 　　伊藤隆治（6期）
草皆英史（6期） 　佐々木貞昭（6期） 　　武田守人（6期）
佐藤正子（6期） 　石原幹子（6期） 　　中屋美貴子（6期）
堀井芳子（6期） 　石岡リリ子（6期） 　　平間恭子（6期）
志賀きみ子（6期） 　土門和子（6期） 　　秋山守雄（7期）
小松博（7期） 　酒井俊一（7期） 　　桑原富生（7期）
小玉恭信（7期） 　羽生文信（7期） 　　三浦玄（7期）
佐々木弘（7期） 　保坂次夫（7期） 　　高橋一生（7期）
冨野久巳（7期） 　豊嶋仁（7期） 　　今孝之（7期）
白山雅彦（7期） 　渡邊秀俊（7期） 　　大島悦郎（7期）
加藤慶太（7期） 　加賀谷義明（7期） 　　川村美保子（7期）
伊藤ユミ子（7期） 　高桑春美（7期） 　　宮田けい子（7期）

小玉優子（7期） 　大峡悦子（7期） 　　鈴木満代（7期）
高橋千賀子（7期） 　錦織暁子（7期） 　　荻原健一（8期）
工藤晃（8期） 　佐藤和人（8期） 　　藤田明（8期）
松橋三則（8期） 　斎藤正二（8期） 　　嶋田久巳（8期）
渡辺雅之（8期） 　大山重幸（8期） 　　島田好雅（8期）
武田勇（8期） 　永井美智夫（8期） 　　小仲雅之（8期）
伊藤忠善（8期） 　佐藤三男（8期） 　　石黒光二（8期）
桜井亮子（8期） 　田村くみ子（8期） 　　山岡ちや子（8期）
木曽玲子（8期） 　近藤達夫（9期） 　　森本大治（9期）
五十嵐誠紀（9期） 　川島信雄（9期） 　　長門俊夫（9期）
阿部義博（9期） 　山田耕一郎（9期） 　　桑原一夫（9期）
嵯峨常信（9期） 　高橋司（9期） 　　相場丸美（9期）
笹川累利子（9期） 　菊地修平（9期） 　　赤川司（9期）
加藤信哉（9期） 　小林憲一（9期） 　　小林正幸（9期）
佐々木克行（9期） 　鷲谷邦夫（9期） 　　山上孝子（9期）
吉田富美江（9期） 　小林和子（9期） 　　高橋美根子（9期）
金幹博（10期） 　松渕秀美（10期） 　　森川和夫（10期）
遠藤忠昭（10期） 　菅谷浩（10期） 　　佐々木淳一（10期）
清水一昭（10期） 　鎌田宣男（10期） 　　嶋田正人（10期）
高橋政之（10期） 　廣嶋徹（10期） 　　小堺ひとみ（10期）
佐藤信幸（10期） 　土崎俊成（10期） 　　福井互（10期）
吉原慎一（10期） 　伊藤徳一（10期） 　　帯哲（10期）
藤島和雄（10期） 　三浦祐子（10期） 　　江渡良子（10期）
田口孝子（10期） 　菅原則子（10期） 　　加賀谷久美子（10期）
船木千鶴子（10期） 　鎌田邦一（11期） 　　畠山邦俊（11期）
石沢進（11期） 　佐々木秀樹（11期）　　寺谷隆志（11期）
柴田卓（11期） 　大坂佳珠美（11期）　　今野岳人（12期）
鈴木博子（12期） 　関優子（12期） 　　伊藤正義（12期）
小山田明（12期） 　佐藤貞裕（12期） 　　鈴木善昭（12期）
田中健二（12期） 　山本伸（12期） 　　匿名（12期）
大宮有之（13期） 　星野正司（13期） 　　伊藤雪路（13期）
加賀屋智（13期） 　佐藤史朗（13期） 　　山岸均（13期）
石井孝雄（13期） 　井上忠雄（13期） 　　倉石健司（13期）
珍田美智彦（13期） 　保坂一美（13期） 　　佐藤一光（13期）
伊藤令子（13期） 　安井誠悦（14期） 　　高橋円（14期）
佐々木亮（14期） 　諏方明美（14期） 　　樋口由香里（14期）
高橋純（14期） 　金澤邦雄（14期） 　　栗山孝（15期）
斎藤透（15期） 　加賀谷満（15期） 　　鎌田貢（15期）
黒﨑良（15期） 　佐川喜一（15期） 　　大場広（15期）
中野克彦（15期） 　細井康広（15期） 　　井川健（16期）
安井正浩（16期） 　安本清一郎（16期）　　鳥海久美（16期）
児玉信子（16期） 　丸橋利夫（17期） 　　寺島充子（17期）
大信田和義（17期） 　小松徹（17期） 　　山内淳子（17期）
馬場詠子（17期） 　佐々木幸文（17期）　　小松美喜子（18期）
安田学（18期） 　柳原正人（18期） 　　佐藤勉（18期）
菅原健彦（18期） 　伊藤東（19期） 　　今野健嗣（19期）
永田縁（19期） 　秋山典久（19期） 　　平塚新（19期）
工藤育夫（19期） 　西山洋一（19期） 　　菅原英樹（19期）
佐々木喬（20期） 　佐川日奈子（20期）　　安達大（20期）
畠山晋（20期） 　目黒寿孝（21期） 　　伊藤裕之（21期）
伊藤智範（21期） 　工藤勇紀（21期） 　　高橋紀晴（22期）
松渕公明（22期） 　長門満（22期） 　　関嘉文（22期）
熊地一浩（23期） 　佐藤美奈子（23期）　　田口香（24期）
吉川寛康（24期） 　林勇一（24期） 　　藤原健（24期）
朝水宗彦（24期） 　諸岡富貴子（24期）　　小坂真樹（26期）
坂田慶子（26期） 　柴原徹（26期） 　　永田忍（26期）
黒沢諒（27期） 　熊地由浩（27期） 　　武田晃人（27期）
池田豊（28期） 　中島善亮（28期） 　　小林規彦（28期）
中村仁美（29期） 　今野克久（29期） 　　山岡慎太郎（30期）
宇佐美修悦（31期） 　齊藤朗（31期） 　　三戸学（31期）
三浦佳織（31期） 　成田高世（33期） 　　菊地教子（33期）
進藤智子（34期） 　松橋恭太郎（35期）　　石井雅利（35期）
奥田貴子（35期） 　福岡夕岐子（36期）　　須田邦彦（37期）
吉澤卓也（37期） 　長谷川剛（38期） 　　高橋洋（39期）
遠藤雄一郎（39期） 　佐藤富美男（39期）　　田中大樹（40期）
茂木早（41期） 　大泉翔馬（41期） 　　佐々木裕貴（41期）
加藤優一（42期） 　岩澤祐子（42期） 　　長谷部直人（42期）
鎌田太郎（42期） 　速水康（42期） 　　穗積快（43期）
佐々木雄登（43期） 　永井悦美（44期） 　　加賀谷亜津沙（44期）
田近義宏（44期） 　菅生崇慈（44期） 　　斎藤諒（45期）
小澤智（45期） 　石井蒼一郎（45期）　　畠山賢仁（46期）
鎌田夏美（47期） 　東海林隼人（47期）　　辻惟佳（47期）
伊藤広大（47期） 　柏木貴成（47期） 　　加藤未来（47期）
猿田真一郎（47期） 　山方滉（47期） 　　佐藤晃平（48期）
藤井敬子（48期）
■3,000円
天野幹男（2期） 　宮尾光二（2期） 　　伊藤善尚（4期）
太田司津子（4期） 　山岡正典（7期） 　　須田清子（7期）
戸井田美恵子（8期） 　佐々木かおる（10期）　柴田寿人（35期）
■2,000円
戸井田栄（7期） 　近藤真行（8期） 　　五十嵐幸朝（8期）
田口朋寛（32期） 　渡部真由（47期）
■1,000円
出口博夫（7期） 　岩仲肇（13期） 　　佐藤佳名子（24期）

合計　4,500,000円
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く徹夜状態で働く毎日でしたが､そんな過酷な時期にそ
ばで支えてくれたのが同僚だった今の主人です｡1995
年に結婚し翌年子どもにも恵まれました｡
　不況とテレビゲーム業界の不振を受けて2000年3月
インターメディア事業本部は解散しました｡余力を残し
ての潔い解散でした｡若く未熟だった私を育ててくれた
この会社が私の原点です｡

　スタジオジブリは宮崎監督が映画｢風立ちぬ｣を最後
に長編アニメーション映画からの引退を表明してから3
年経ち大きな転換期を迎えています。ジブリ美術館も今
夏15年ぶりにお化粧直しして再オープンしました。南
高校も中高一貫校になって新たな道を歩まれるようで
すね｡どんな変革も困難なものですがこれからのチャレ
ンジを応援しています｡

　初めまして､1978年卒業の島宮と申します｡
　こうして南高時代を改めて振り返ると､若い時特有の
悩みや葛藤もありましたが､愉快な仲間たちに支えられ
た幸せな時代だったと思います｡
　当時私は学外でロックバンドを組んでライブ活動を
していました｡あの頃そんな生徒は同年代から敬遠され
たものです｡でも仲間たちはいつも応援してくれました｡
他校の学園祭にソロで呼ばれた時にもマネージャーの
ように付き添って一緒に楽しんでくれました｡忘れられ
ない思い出です｡南高の仲間たちの今も変わらない友情
に心から感謝しています｡

　私は今｢スタジオジブリ｣に勤めています｡管理面での
サポートをして欲しいと要望を受けて2000年4月に関
連会社の徳間書店から異動して来ました｡その頃のスタ
ジオは2001年夏公開の映画｢千と千尋の神隠し｣の制作
まっただ中､一方で井の頭公園に2001年10月開館の
｢三鷹の森ジブリ美術館｣を建設していました｡
　人事総務経理と私の仕事は多岐にわたりましたが､一
番大切と考えていたのはスタッフの健康です｡｢心身健
やかに気持ちよく仕事させてあげたい｣それが変わらな
い私の目標です｡そのために時代とは逆行していました
が社員旅行や忘年会､レクリエーション登山に毎日のラ
ジオ体操など､会社ぐるみのイベントを企画しました｡
　宮崎監督とは子どもの話をすることが多いのですが､
息子が幼かった頃｢となりのトトロ｣のビデオを何回も
繰り返し観ると話した時に｢それは親の怠慢なんだな､
ビデオを提供しておいて申し訳ないが｣と言われたのが
心に刺さりました｡確かにそうですよね｡子どもがビデ
オに集中してくれると親は楽なんです｡

　スタジオジブリに来る前は徳間書店のゲーム情報誌
｢月刊テクノポリス｣に携わり1985年｢ファミリーコン
ピュータマガジン(ファミマガ)｣の創刊に参加しました｡
当時はテレビゲームの創成期で､世の中はいわゆるバブ
ルの時代でした｡その好景気に後押しされて編集部は大
きく成長して､週刊誌１誌､月刊誌４誌､季刊誌､攻略本
にゲームソフト制作部門と営業部門を有するインター
メディア事業本部になりました｡
　私も管理局長になり編集以外のすべてをサポートす
るのが仕事で､新宿ゴールデン街で酔いつぶれている編
集長を連れ戻すこともそのひとつでした。ほぼ休みもな

活活躍
ＯＢＯＢするする

島宮美幸（本名:玉川）
14期G組卒
スタジオジブリ

©Museo d'Arte Ghibli

▲三鷹の森ジブリ美術館屋上庭園
（ジブリ美術館は日時指定の予約制です）
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9期テーブル

恩師佐藤正先生（左から3人目）を囲んだ来賓テーブル

豊島元副団長（9期）のエールに盛り上がる

19期テーブル

期の9・19・29期の卒業アルバムを元にDVDを作成し会
場で上映することに。BGMとして、校歌、県民歌に秋南
賛歌を加えた。秋南賛歌の音がなく苦労したが、9期堀井
肇が奔走して楽譜を探し出し、桑原一夫ブラバンOB会
長（9期）編曲、石川美代子（19期）ピアノ演奏により、無
事DVDを完成させた。また、例年通り、秋田魁新報紙面で
協賛告知広告を８月２日に掲載し、より広く周知を図っ
た。
　司会は元祖爆笑王こと高橋裕幸（19期）とフリーアナ
ウンサー相場詩織（46期）の二人にお願いした。素晴ら
しいノリの良さと爽やかさで会場を盛り上げていただ
きました。宴もたけなわとなったところで当番期の引き
継ぎとなり、9期を代表して前出の堀井から10期代表の
松木仁に引き継がれた。続いて実行委を代表して堀井肇
が挨拶をして、校歌斉唱に入った。豊島孝吉元応援団副
団長（9期）のリードで参加者全員が声高らかに校歌を
歌った。「フレー！フレー！シュウナン！」。豊島のエー
ルが会場内に響き渡り会場内が最高の盛り上がりと
なった中、参加者は満ち足りた表情で来年の再会を約し
散会となった。

9期　藤原常太

　９月３日（土）秋田ビューホテルに於いて今年度の南
翔の集いが開催され、ご来賓、恩師、同窓生ら162人が参
加した。
　初めに、山岡緑三郎同窓会長（3期）が「この春、同窓会
員は2万名を超えました。これからも同窓会と母校の発
展に努力して行こう」と挨拶。続いて、佐藤利正校長が

「８月開催の小学６年生対象の中等部説明会では、新一
年生が中心となって受付、案内、会の進行、学校の説明な
どを行い、その対応ぶりを参加した父兄らが絶賛してい
ました」と述べました。さらに、６月に全米から７人、７
月にはカリフォルニア・ロングビーチ高から23人、韓国
ソウル高から６人の留学生を受け入れ、逆に本校からも
前出の両校、さらにオーストラリアへ生徒を派遣するな
どのスーパー・グローバル・ハイスクールとしての活発
な取り組みを報告した。その後、穂積志秋田市長（12期）
のご発声による乾杯で宴に入った。今回うれしかったの
が、恩師でただ一人参加いただいた佐藤正先生がとても
元気だったこと。筆者の３年時の担任でしたが、当時と
変わらぬ若々しさで感激しました。
　さて、今年度は9期、19期、29期、企画部会による実行
委員会での運営。今回はアトラクションで一工夫。当番

南 翔 の 集 い　　9月3日 秋田ビューホテル

http://www.fisys.jp/

取締役 三河　雅則（第18期 G組卒）
取締役 金澤　邦雄（第14期 I 組卒）

（第１ 期 F 組卒）

株式
会社フィデア情報システムズ

秋田市山王一丁目11－30
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支部だより
■第30回同窓会秋田市北部支部交流会

　報告者　支部長　土崎俊成　10期
　6月18日午後6時、ホテル大和に於いて恒例の交流会
を開催しました。ご来賓として、佐藤利正校長先生、煙山
英俊先生、山岡緑三郎同窓会長、澤井澄夫同窓会副会長・
仙北屋昭弘男鹿支部長、竹内信彦前男鹿支部長の六名の
方々に出席して頂きました。山岡様から同窓会記念事業
として新しい支部旗の伝達、同窓会の近況等をお話して
頂きました。佐藤校長先生からは、今年度より、中高一貫
校となり高校の新入生と共に、中等部の第一期生を迎え
新たな一歩を踏み出したことや、SGHに指定され、五年
間独自の教育活動に取り組んでいる事。また、進学状況
や部活動の成績についてもお話が有りました。後輩の頑
張り、伸び行く母校を強く感じ、同窓生として母校の為
に資する活動をして行かなければと、改めて思いました。
　さて、愈々総勢
37名の懇親会が
始まりました。必
ず話題になるのは
夏の高校野球県予
選です。「去年だば
本当に惜しがった
なあ、今年だば何
となるべが」合言
葉のように各テーブルから聞こえてきます。この原稿を
書いている今、今年の結果は知っていますが、来年こそ
悲願の甲子園出場を勝ち取って頂きたいと思います。野
球部の皆さん応援しています。頑張って下さい。野球の
話だけではありません。宴席が進むにつれ、自らの席を
離れ先輩や後輩の席へ足を運び、お互いの近況や他愛も
ない話で盛り上がります。宴もたけなわとなり、参加者
同大きな声で校歌を三番まで歌いきり、お開きとなりま
した。来年の再会を誓い、三々五々港の夜へと消えて行
きました。今回参
加して頂きました
皆様に深く感謝申
し上げます。来年
は、支部設立三十
年となります。皆
様お誘い合わせの
上、ご出席下さい
ます事をお願い申
し上げます。

■宮城支部　蕗の会
　平成28年6月25日（土）仙台市青葉区のシェルブール
仙台において、第22回の宮城支部「蕗の会」総会・懇親会
を開催いたしました。来賓として学校からは佐藤利正校
長先生、同窓会本部からは山岡緑三郎会長と畠山佳男副
会長、東京南翔会からは大森素弘会長と鈴木諭幹事長が
出席され、また秋田から本部第4代会長の石田泰さんと
第6代会長の松木仁さんにも駆けつけて頂きました。総
勢28名でした。

　総会では、三浦会長の挨拶の後、平成27年度活動経
過・決算報告および平成28年度活動方針・予算案が審議
され拍手承認されました。今年度も、ビアパーティ、ゴル
フコンペ、女子会、新年会などを計画しております。同窓
生の皆様のご参加をお待ちしております。その後の懇親
会は初代蕗の会会長樋渡敬毅さんの乾杯で始まり、在校
生の多方面での活躍、同窓生の近況などを伺いながら、
和やかな懇談となりました。全員で36期高橋宣孝さん
指導による健康運動、最後に校歌斉唱をしてお開きとな
りました。宮城支部では同窓生の交流の場として、また
母校の応援団として微力ながら活動して参りたいと思
います。今後ともよろしくお願い申し上げます。
問合せ先：miyagifukinokai@gmail.com（幹事長　柴谷徹）
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進路状況
国立大 私立大

大学名 合格 進学 大学名 合格 進学
北海道大 2 2 秋田日赤看護大 6 4
弘前大 1 1 獨協大 1 1
岩手大 5 5 学習院大 1 1
東北大 13 13 上智大 1 1

宮城教育大 5 5 成蹊大 1 1
秋田大 53 51 大東文化大 3 1
山形大 4 3 中央大 3 2
福島大 1 1 東京女子大 1 0
埼玉大 3 3 東京農業大 5 2

東京学芸大 2 2 東京理科大 1 1
横浜国立大 1 1 東洋大 11 6

新潟大 14 14 日本大 6 4
静岡大 3 3 法政大 3 2

国立大計（上記以外含む） 117 114 明治大 7 2
立教大 4 2

公立大 早稲田大 1 1
大学名 合格 進学 神奈川大 3 2
宮城大 5 4 同志社大 2 2

秋田県立大 3 3 国立大計（上記以外含む） 144 71
国際教養大 6 6 防衛大学校：進学1名／短期大：進学４名

専門学校：進学6名／就職：2名公立大計（上記以外含む） 18 17

　＜南翔＞総会で佐藤校長から「見学にいらしてくださ
い」とのお話を受け早速中等部を見学しました。
　授業見学に先立ち事前に次のような質問事項を用意
し築地中等部教頭から質問内容に加え学習内容など、と
ても丁寧に説明していただきました。
１．中等部生徒たちの学校生活
・毎年80名を募集し今年度は男子36名、女子44名で全
員県内出身で親元からの通学としている。
・日課表は基本的には高校生と同じで８時20分登校、
50分授業。週1日は７校時まである。高校と同じ日課表
には理由があり中学の教師と高校の教師が連携し合い
一緒に（team teaching）中学の授業を行っている。
・高校生にもメリットがあるようにしている。高校１年
生には教科によって 中高の教師がチームを組んで授業
を行い中学の教師がメインとなって教える場合もある。
高校生の授業は学ぶ範囲が広く講義型の授業になって
しまいがちだが時には基本をじっくりと学んだりディ
スカッションを行うことも大事だという考えからこの
ような授業の進め方をしている。また、中学から高校の
授業に変わったときに生徒が戸惑うことがないよう配
慮してる。 教師、職員のコミュニケーションがとても重
要になってくる。
・委員会活動や生徒会はまだできていない。委員会は教
師が一方的にお膳立てするのではなく生徒たちからも
意見を出してもらいたいと考えている。生徒会は高校と
連携して活動したい。課題は山積みだが一から作れる
チャンスと捉え誇りに思って進めて行こうと考えてい
る。
２．部活動
・87.5%の生徒が部活動をしている。人数の関係で団
体として大会に出場できない部もあるが高校生と一緒
に部活動をしている。　　

３．高校生たちとの交流など
・グラウンドの芝生の植え付けの他、入学式、学校祭、運
動会など合同で行う。高校野球の応援も一緒にできれば
と計画している。高校生たちも中学生が入学して以来意
識が変わってきている。中学生をきちんと面倒を見なく
てはいけないというお互いを思いやる気持ちが自然に
育まれている。行事だけではなく学習面でもお互いに刺
激しあっていければと思っている。

　見学したこの日は入学から２ヶ月ほど経った頃でし
た。国語は自立語と付属語の文法について、英語は単数
形と複数形が混じった会話をペアで練習しシャドーイ
ングまでこなしていました。 まだ小学生にも見える可愛
い生徒ばかりでしたが授業内容はレベルが高く、倍率が
４倍を超える受験を勝ち抜いた生徒の実力を垣間見ま
した。さらに生徒たちの生き生きとした表情は目標に向
かって進んでいこうとする気持ちが現れていました。学
ぶことは好奇心を持ち探究することから始まると思い
ます。独立自尊の精神で様々なことを学び、楽しいこと
や悔しいことも全て糧にして成長してほしいと願って
います。

雅楽代　昭子（16期）

『新しい学びに、もうすぐ会える。』 ～中等部見学レポート～

秋田市泉北４丁目３番２８号

入学式風景（岩田写真提供）
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運 動 部 活 動

文 化 部 活 動

硬　式　野　球　部
春季高校野球中央地区大会
　２回戦敗退　7-12(延長11回）秋田西
第98回全国高等学校野球選手権秋田県大会
　２回戦敗退　1-8　角館
剣　道
第25回全国高等学校剣道選抜大会
　男子団体　３位
第45回魁星旗争奪全国高校勝抜剣道大会
　男子団体　ベスト８
　（齊藤億、工藤脩平、中嶋雄理、志藤康平、
　 鈴木貴大、近江亮、田松幸之介）
第40回秋田県女子剣道段別選手権大会
　二段　３位　石田　小百合
　三段　１位　畠山　綾音
第56回秋田県剣道段別選手権大会
　二段　１位　及川　拓
　　　　４位　田松　幸之介
　三段　１位　齊藤　億
　　　　４位　鈴木　貴大
県民体育大会
剣　道
　男子個人　１位　工藤　脩平
　　　　　　２位　齊藤　　億
　　　　　　３位　鈴木　貴大、中嶋　雄理
ハンドボール
　男子　３位
水　泳
　男子　200m個人メドレー　３位　橋本　旭
　　　　400m個人メドレー　２位　橋本　旭
　　　　100m自由形　　　　８位　戸島　竜大
　　　　200m自由形　　　　７位　戸島　竜大
　　　　400m自由形　　　　７位　伊藤　和哉
　　　　200m平泳ぎ　　　　５位　鈴木　駿
　　　　50m平泳ぎ 　　　　 ８位　鈴木　駿
　　　　50m背泳ぎ 　　　　 ７位　篠木　太一
陸　上　競　技
　女子　5000m競歩　1位　竹中　奈央
　　　　100mH　　　2位　佐々木　佳乃
　男子　三段跳び　　 1位　小原　大輝
第45回秋田県空手道連盟剛柔会全県空手道選手権大会
　男子個人形　４位　阿部　倫己
全　県　高　校　総　体
サ　ッ　カ　ー
　準優勝　1-2秋田商
陸　上　競　技
　女子　100mH　　  ２位　工藤　菜々
　　　　5000m競歩　１位　竹中　奈央(大会新記録)
　男子　三段跳び　　 ３位　小原　大輝
水　泳
　女子　200m自由形　３位　鎌田　七海
　男子　総合３位
　　　　200m個人メドレー　２位　橋本　旭
　　　　400m個人メドレー　３位　橋本　旭
　　　　100m自由形　　　　２位　戸島　竜大
　　　　200m自由形　　　　３位　戸島　竜大
　　　　100m平泳ぎ　　　　３位　鈴木　駿
　　　　400mリレー　　　　３位
　　　　800mリレー　　　　３位　
　　　　（橋本旭、伊藤和哉、鈴木駿、 戸島竜大）

アーチェリー
　女子個人　１位　伊藤　佳菜
　　　　　　２位　長谷川　彩花
　　　　　　３位　山浅　悠奈
　男子個人　１位　倉田　琉之介
　　　　　　２位　高橋　巧
　　　　　　３位　備前　椋介
剣　道
　女子団体　準優勝
　　　個人　３位　石田　小百合
　　　優秀選手　　石田　小百合
　男子団体　優勝
　　　個人　優勝　工藤　脩平
　　　　　　３位　鈴木　貴大
　　　優秀選手　　齊藤　億
山　岳
　優勝　（泉部航太、木下雄輝、佐々木智也、髙橋拓弘）
バレーボール
　準々決勝敗退　0-2　秋田工
バスケットボール
　女子　2回戦敗退　57-72　秋田中央
　男子　2回戦敗退　70-73　湯沢
バトミントン
　女子　2回戦敗退　0-3　金足農
　男子　2回戦敗退　0-3　大館鳳鳴
ハンドボール
　男子　３位
東　北　高　校　選　手　権
剣　道
　男子団体　優勝
アーチェリー
　女子団体　３位　
陸　上　競　技
　女子　5000m競歩　２位　竹中　奈央
インターハイ　～中国総体～
剣　道
　男子団体　予選リーグ敗退
　　　個人　予選1回戦敗退　工藤　脩平
山　岳
　26位
アーチェリー
　女子団体　決勝トーナメント1回戦敗退
　　　個人　決勝トーナメント1回戦敗退　長谷川　彩花
　男子団体　予選敗退
　　　個人　予選敗退
　　　　　　（高橋巧、備前椋介、倉田琉之介、三浦泰輔）
陸　上　競　技
　女子　5000m競歩　予選敗退　竹中　奈央
　

吹　奏　楽
全日本吹奏楽コンクール第58回秋田県大会
　金賞（高橋紘一賞）
全日本吹奏楽コンクール第59回東北大会
　金賞
写　真
第36回秋田県高校写真連盟展
　入選　小松　眞子
　佳作　鈴木　晴菜
放　送　委　員　会
第57回秋田県高等学校放送コンテスト 兼
第63回NHK杯全国高等学校秋田県大会
　朗読部門　入選　古谷　優実
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　この夏のリオ五輪、盛り上がりました
ねー。これほどのメダルラッシュは全く予想
できませんでした。とりわけ応援に熱が入っ
たのが卓球の愛ちゃん。団体戦で銅メダルを
獲得した対シンガポール戦終了後に見せた

「泣き虫愛ちゃん」の姿に遠い昔を思い出し
ました。
　もう２０年以上前のこと。既に人気者だっ
た愛ちゃんが、秋田市泉の卓球会館で地元の

子どもたちと対戦するという民放テレビ局の企画があ
り、当時報道の仕事をしていた私もそこに居合わせま
した。印象に残っているのが天真爛漫な様子とゲームに
入った時の真剣な表情。現在の愛ちゃんに繋がる姿がそ
こにありました。
　さて、それからほぼ１０年後のこと。営業で秋の宮の

ある温泉ホテルを訪れるとロビーにかわいらしいミニ
卓球台が。温泉卓球なんて言葉があるくらいなので珍し
くはありませんが、女将さんに尋ねると「健康のために
と孫が贈ってくれたの」との答。孫とは愛ちゃんのこと
で、女将さんは父方の祖母なのでした。愛ちゃんが一流
のアスリートとしてだけではなく、思いやりのあるすて
きな女性に成長している事を実感した瞬間です。
　ほんの小さな思い出とエピソードですが、テレビ画面
にくぎ付けになりながら、何となくホッコリした気持ち
になった今年の夏でした。　　　　　　 藤原常太　9期

団体戦優勝の前年メダリストチーム 個人戦優勝の森本大治さん（9期）

　9月25日（日）、好天に恵まれた南秋田カントリークラ
ブに、1期から41期の同窓生24チーム92名が集合した。
過去最高の参加者数で沸いた昨年の同窓会創立50周年
記念大会に次ぐ参加者となった。
　今大会のルールは例年通り、1チーム3名または4名で
構成され、チームの上位3名のネットスコア合計で順位
が競われた。同期・部活・職場・地域・飲み仲間？など様々
なチーム構成で、コース内には終日、同窓生の歓声が響
きわたった。
　表彰式・懇親会は、プレー終了後にアキタパークホテ
ルで開催された。宮腰壽（6期）さんの司会進行で開幕し、
始めにゴルフ同好会の佐藤会長が挨拶。多数の参加に心
から御礼を述べると共に、数か月前から準備をしてくれ
た大会事務局の面々を紹介し、労をねぎらった。乾杯は
ちょっとしたサプライズで、前回大会で優勝した「前年
チャンピオン」チーム（7期生4名）が指名されステージ
へ。突然の指名で驚きの様子だったが、きちんとまとめ
て懇親会は賑やかに始まった。
　そして結果発表。チーム戦を制したのは「前年メダリ
スト」。第2位には1点差で「役員Ｂ」、第3位には若手の活
躍で「太田きよしとゆかいな仲間たち」が入った。個人戦
は、ベストグロス73の好スコアで森本大治（9期）さんが

優勝した。
　懇親会は、成績発表の後も大いに盛り上がり、お互い
の健闘を称えあい、時を忘れて続いた。

小笠原和則（19期）
【団体戦】

優　勝 前年メダリストチーム
N221.80

森本大治(9)
小林謙太郎(9)

金美智彦(9)
藤原常太(9)

準優勝 役員Ｂチーム
N 222.80

岡　博志(5)
木内彰文(17)

川合俊昭(5)
佐藤昭徳(22)

第三位
太田きよしとゆかい
な仲間たちチーム

N 224.0

太田清志(18)
石田隆一(21)

江畑　浩(18)
鷹島　悟(41)

【個人戦】

優　　勝 森本大治(9)
G 73　N 71.80 準 優 勝 高橋善健(11)

G 94　N 72.40

第 三 位 鷹島　悟(41)
G 85　N 73.00 ﾍﾞｽﾄｸﾞﾛｽ 森本大治(9)

O:37 I:36 G 73

南翔ゴルフ同好会コンペ


